
項 目 内 容
名称 オウレン [英]Coptis、Goldthread [学名]Coptis japonica (Thunb.) Makino、

Coptis chinrnsis Franch.など

概要 オウレンは、キンポウゲ科の多年生草本。日本薬局方では根をほとんど除いた根
茎、ひげ根が生薬の黄連として収載され、下痢、嘔吐、腹痛等に利用されている
が、食品のオウレンと混同しないよう、注意が必要である。

法規・制度 ■食薬区分
・葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材
料) 」に該当する。
・根茎、ひげ根︓「専ら医薬品として使用される成分本質 (原材料) 」に該当する。

■日本薬局方
・オウレン、オウレン末が収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・アルカロイド (ベルベリン、パルマチン、ヤテオリジン、コプチシンなど) を含む
(101) (102) 。

分析法 -

有効性

ヒ
ト
で

循環器・
呼吸器

・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。



の
評
価

消化系・肝臓 ・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 ・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 ・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 ・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。

肥満 ・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。

その他 ・「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料)」
に区分される部位に関する情報は、調べた文献の中に見当たらない。
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